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(57)【要約】
【課題】既設枠と新設枠との間の止水性能に影響を与え
ることなく、窓枠に装飾材を取り付けることができる改
装サッシを提供すること。
【解決手段】建物の開口部に取り付けられた既設枠３１
０、４１０と、既設枠３１０、４１０の内周側を覆うよ
うに取り付けられる新設枠３２０、４２０と、を有する
窓枠１０を備える改装サッシ１であって、既設枠３１０
、４１０と新設枠３２０、４２０との間に止水材３４０
、４４０が設けられると共に、窓枠１０の屋外側の見付
け面３００ａ、４００ａに装飾材３０、４０が取り付け
られ、装飾材３０、４０は、止水材３４０、４４０と干
渉しない位置に取付けねじ３２、４３、４５によって固
定されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の開口部に取り付けられた既設枠と、前記既設枠の内周側を覆うように取り付けら
れる新設枠と、を有する窓枠を備える改装サッシであって、
　前記既設枠と前記新設枠との間に止水材が設けられると共に、前記窓枠の屋外側の面に
装飾材が取り付けられ、
　前記装飾材は、前記止水材と干渉しない位置に取付けねじによって固定されている、改
装サッシ。
【請求項２】
　前記既設枠は、既設縦枠を有すると共に、前記新設枠は、新設縦枠を有し、
　前記止水材は、前記既設縦枠と前記新設縦枠との間に設けられる縦枠止水材であり、
　前記装飾材は、前記縦枠止水材よりも内周側の位置に前記取付けねじによって固定され
ている、請求項１に記載の改装サッシ。
【請求項３】
　前記既設縦枠と前記新設縦枠との間に、前記新設縦枠を取り付けるためのベース材が設
けられ、
　前記装飾材は、前記ベース材よりも内周側の位置に前記取付けねじによって固定されて
いる、請求項２に記載の改装サッシ。
【請求項４】
　前記既設枠は、既設上枠を有すると共に、前記新設枠は、新設上枠を有し、
　前記止水材は、前記既設上枠と前記新設上枠との間に設けられる上枠止水材を含み、
　前記取付けねじは、前記上枠止水材と干渉しない位置に固定されている、請求項２又は
３に記載の改装サッシ。
【請求項５】
　前記縦枠止水材の上端部と前記上枠止水材とは突き当てられている、請求項４に記載の
改装サッシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物に設けられている既設窓を改装するための改装サッシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、既設の窓を改装する方法として、カバー工法が採用されている。このカバー工法
によって改装された改装サッシでは、建物の開口部に取り付けられた既設枠に対して、そ
の内周側を覆うように新設枠が取り付けられる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところで、窓枠の屋外側に面格子やシェード等の装飾材が取り付けられた窓が知られて
いる。既設の窓を改装する場合においても、改装サッシに装飾材を取り付けることが要望
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－９４７７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　装飾材は、窓の屋外側の縦枠に対して取付けねじを用いて固定される。しかし、改装サ
ッシは、既設枠と新設枠との間からの雨水の浸入を防止するために新たに止水材が設けら
れ、既設枠と新設枠との間を止水する構造が付加されるため、窓枠に取付けねじをねじ込
むと、取付けねじが止水材を破損、欠落させ、止水性能に影響を与えるおそれがある。
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【０００６】
　そこで、本発明は、既設枠と新設枠との間の止水性能に影響を与えることなく、装飾材
を取り付けることができる改装サッシを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）　本発明に係る改装サッシは、建物の開口部に取り付けられた既設枠（例えば、
後述の既設上枠１１０、既設下枠２１０及び既設縦枠３１０、４１０）と、前記既設枠の
内周側を覆うように取り付けられる新設枠（例えば、後述の新設上枠１２０、新設下枠２
２０及び新設縦枠３２０、４２０）と、を有する窓枠（例えば、後述の窓枠１０）を備え
る改装サッシ（例えば、後述の改装サッシ１）であって、前記既設枠と前記新設枠との間
に止水材（例えば、後述の止水材３４０、４４０）が設けられると共に、前記窓枠の屋外
側の面（例えば、後述の見付け面３００ａ、４００ａ）に装飾材（例えば、後述の装飾材
３０、４０）が取り付けられ、前記装飾材は、前記止水材と干渉しない位置に取付けねじ
（例えば、後述の取付けねじ３２、４３、４５）によって固定されている。
【０００８】
　（２）　（１）に記載の改装サッシにおいて、前記既設枠は、既設縦枠（例えば、後述
の既設縦枠３１０、４１０）を有すると共に、前記新設枠は、新設縦枠（例えば、後述の
新設縦枠３２０、４２０）を有し、前記止水材は、前記既設縦枠と前記新設縦枠との間に
設けられる縦枠止水であり、前記装飾材は、前記縦枠止水材よりも内周側の位置に前記取
付けねじによって固定されていることが好ましい。
【０００９】
　（３）　（２）に記載の改装サッシにおいて、前記既設縦枠と前記新設縦枠との間に、
前記新設縦枠を取り付けるためのベース材（例えば、後述の縦枠ベース材３３０、４３０
）が設けられ、前記装飾材は、前記ベース材よりも内周側の位置に前記取付けねじによっ
て固定されていることが好ましい。
【００１０】
　（４）　（２）又は（３）に記載の改装サッシにおいて、前記既設枠は、既設上枠（例
えば、後述の既設上枠１１０）を有すると共に、前記新設枠は、新設上枠（例えば、後述
の新設上枠１２０）を有し、前記止水材は、前記既設上枠と前記新設上枠との間に設けら
れる上枠止水材（例えば、後述の上枠止水材１４０）を含み、前記取付けねじは、前記上
枠止水材と干渉しない位置に固定されていることが好ましい。
【００１１】
　（５）　（４）に記載の改装サッシにおいて、前記縦枠止水材の上端部と前記上枠止水
材とは突き当てられていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、既設枠と新設枠との間の止水性能に影響を与えることなく、装飾材を取り付
けることができる改装サッシを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る改装サッシを屋外側から見た正面図である。
【図２】図１に示す改装サッシの縦断面図である。
【図３】図１に示す改装サッシの横断面図である。
【図４】図２に示す改装サッシの上枠部分の拡大縦断面図である。
【図５】図２に示す改装サッシの下枠部分の拡大縦断面図である。
【図６】図３に示す改装サッシの一方の縦枠部分の拡大横断面図である。
【図７】図３に示す改装サッシの他方の縦枠部分の拡大横断面図である。
【図８】本発明の他の実施形態に係る改装サッシの縦断面図である。
【図９】図８に示す改装サッシの横断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照して詳しく説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る改装サッシを屋外側から見た正面図であり、図２は
、図１に示す改装サッシの縦断面図であり、図３は、図１に示す改装サッシの横断面図で
ある。図４は、図２に示す改装サッシの上枠部分の拡大縦断面図であり、図５は、図２に
示す改装サッシの下枠部分の拡縦断面図である。図６は、図３に示す改装サッシの一方の
縦枠部分の拡大横断面図であり、図７は、図３に示す改装サッシの他方の縦枠部分の拡大
横断面図である。
【００１５】
　図１に示すように、本発明に係る改装サッシ１は、建物の開口部に納められる引違い窓
タイプの改装サッシである。改装サッシ１は、上枠１００と、下枠２００と、左右一対の
縦枠３００、４００により矩形に枠組みされた窓枠１０と、この窓枠１０にスライド可能
に納められる障子２０、２０と、窓枠１０の屋外側に取り付けられる装飾材３０と、を備
える。本実施形態に示す装飾材３０は一例であり、ここでは面格子を例示している。
【００１６】
　図２、図４に示すように、上枠１００は、既設上枠１１０と、新設上枠１２０と、上枠
ベース材１３０と、上枠止水材１４０と、を含んで構成される。
【００１７】
　既設上枠１１０は、下方に向けて立設される既設障子用のガイドレール１１１ａ、１１
１ｂと、このガイドレール１１１ａ、１１１ｂよりも屋外側の端部に、下方に向けて延び
る屋外側壁部１１２と、を有する。これらガイドレール１１１ａ、１１１ｂ及び屋外側壁
部１１２は、既設上枠１１０の長さ方向に沿って延びている。既設上枠１１０の屋内側は
、建物の開口部の内周面に四周に亘って設けられた額縁部材５００に固定されている。
【００１８】
　新設上枠１２０は、上枠ベース材１３０を間に挟んで、既設上枠１１０の内周側に取り
付けられる。新設上枠１２０は、下方に向けて立設される障子２０、２０用のガイドレー
ル１２１ａ、１２１ｂと、このガイドレール１２１ａ、１２１ｂよりも屋外側に配置され
る屋外側壁部１２２と、を有する。屋外側壁部１２２は、新設上枠１２０の屋外側の端部
から上方に向けて、屋外側壁部１１２と略平行に延びており、屋外側壁部１１２の屋外側
を覆い隠すように配置されている。これらガイドレール１２１ａ、１２１ｂ及び屋外側壁
部１２２は、新設上枠１２０の長さ方向に沿って延びている。
【００１９】
　上枠ベース材１３０は、既設上枠１１０と新設上枠１２０との間に配置される。上枠ベ
ース材１３０は、既設上枠１１０の長さに比べて十分に短い長さに形成された金属製の板
状部材からなり、上枠ベース材１３０の裏面に設けられるブラケット１３１によって、既
設上枠１１０のガイドレール１１１ａ、１１１ｂを利用して取り付けられる。上枠ベース
材１３０は、既設上枠１１０の長さ方向に間隔をおいて複数取り付けられる。これにより
、各上枠ベース材１３０は、既設上枠１１０の内周側（下側）に、新設上枠１２０のため
の略平坦な取付け面を形成する。新設上枠１２０は、この上枠ベース材１３０の表面（下
面）に対して取り付けられる。
【００２０】
　上枠止水材１４０は、例えば発泡ゴムからなり、既設上枠１１０の屋外側壁部１１２と
新設上枠１２０の屋外側壁部１２２との間で挟持されている。この上枠止水材１４０は、
上枠１００の全長に亘って延びている。これにより、屋外側から既設上枠１１０と新設上
枠１２０との間に雨水が浸入することを防止する。
【００２１】
　図２、図５に示すように、下枠２００は、既設下枠２１０と、新設下枠２２０と、下枠
ベース材２３０と、を含んで構成される。
【００２２】
　既設下枠２１０は、建物の開口部の下側部に取り付けられる。既設下枠２１０は、上方
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に向けて立ち上がる既設障子用のガイドレール２１１ａ、２１１ｂと、このガイドレール
２１１ａ、２１１ｂよりも屋外側に配置される屋外側壁部２１２と、を有する。屋外側壁
部２１２は、既設下枠２１０の屋外側の端部から上下方向に延びている。これらガイドレ
ール２１１ａ、２１１ｂ及び屋外側壁部２１２は、既設下枠２１０の長さ方向に沿って延
びている。既設下枠２１０の屋内側は、額縁部材５００に固定されている。
【００２３】
　新設下枠２２０は、下枠ベース材２３０を間に挟んで、既設下枠２１０の内周側に取り
付けられる。新設下枠２２０は、上方に向けて立ち上がる障子２０、２０用のガイドレー
ル２２１ａ、２２１ｂと、このガイドレール２２１ａ、２２１ｂよりも屋外側に配置され
る屋外側壁部２２２と、を有する。屋外側壁部２２２は、新設下枠２２０の屋外側の端部
から下方に向けて、既設下枠２１０の屋外側壁部２１２と略平行に延びており、屋外側壁
部２１２の屋外側を覆い隠すように配置されている。これらガイドレール２２１ａ、２２
１ｂ及び屋外側壁部２２２は、新設下枠２２０の長さ方向に沿って延びている。
【００２４】
　なお、この改装サッシ１において、新設上枠１２０のガイドレール１２１ａ、１２１ｂ
と新設下枠２２０のガイドレール２２１ａ、２２１ｂとに亘って、引違い用の２枚の障子
２０、２０がスライド可能に納められるが、図２～図７において、障子２０の図示は省略
した。
【００２５】
　下枠ベース材２３０は、既設下枠２１０と新設下枠２２０との間に配置される。下枠ベ
ース材２３０は、２枚の障子２０、２０の荷重を受けるため、下枠２００の長さ方向に亘
って延びる金属製の板状部材からなる。下枠ベース材２３０の屋外側は、既設下枠２１０
の屋外側のガイドレール２１１ａ上に載置され、屋内側は、ブラケット２３１によって既
設下枠１１０の屋内側のガイドレール２１１ｂに取り付けられている。これにより、下枠
ベース材２３０は、既設下枠２１０の内周側（上側）に、新設下枠２２０のための略平坦
な取付け面を形成する。新設下枠２２０は、この下枠ベース材２３０の表面（上面）に対
して取り付けられる。
【００２６】
　図２、図６、図７に示すように、左右の縦枠３００、４００は、既設縦枠３１０、４１
０と、新設縦枠３２０、４２０と、縦枠ベース材３３０、４３０と、縦枠止水材３４０、
４４０と、を含んで構成される。なお、図２では、既設縦枠４１０の内周側に設けられる
新設縦枠４２０の図示を省略している。
【００２７】
　既設縦枠３１０、４１０は、建物の開口部の屋外側の左右縦側部にそれぞれ取り付けら
れている。既設縦枠３１０、４１０は、内側に向けて突出する複数のフィン３１１ａ、３
１１ｂ、４１１ａ、４１１ｂ、４１１ｃを有する。既設縦枠３１０、４１０の屋内側は、
額縁部材５００に固定されている。
【００２８】
　新設縦枠３２０、４２０は、縦枠ベース材３３０、４３０を間に挟んで、既設縦枠３１
０、４１０の内周側に取り付けられる。新設縦枠３２０、４２０の屋外側には、屋外側壁
部３２１、４２１を有する。屋外側壁部３２１、４２１は、新設縦枠３２０、４２０の屋
外側端部から左右の外側方に向けて延びており、既設縦枠３１０、４１０と新設縦枠３２
０、４２０との隙間を覆い隠すように配置されている。屋外側壁部３２１、４２１は、新
設縦枠３２０、４２０の長さ方向に沿って延びている。
【００２９】
　縦枠ベース材３３０、４３０は、既設縦枠３１０、４１０と新設縦枠３２０、４２０と
の間に配置される。縦枠ベース材３３０、４３０は、それぞれ新設縦枠３２０、４２０の
長さに比べて十分に短い長さに形成された金属製の板状部材からなり、既設縦枠３１０、
４１０の長さ方向に間隔をおいて、既設縦枠３１０、４１０の内周側に複数取り付けられ
る。これにより、各縦枠ベース材３３０、４３０は、既設縦枠３１０、４１０の内周側に
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、新設縦枠３２０、４２０のための略平坦な取付け面を形成する。新設縦枠３２０、４２
０は、この縦枠ベース材３３０、４３０の表面に対して取り付けられる。
【００３０】
　縦枠ベース材３３０、４３０の取付け構造について更に説明する。
　先ず、縦枠ベース材３３０、４３０の屋外側は、既設縦枠３１０、４１０に設けられた
最も屋外側のフィン３１１ａ、４１１ａを利用して既設縦枠３１０、４１０に取り付けら
れる。即ち、縦枠ベース材３３０、４３０の屋外側の裏面には、これらのフィン３１１ａ
、４１１ａを挟むように平行に立設される一対の取付け片３３１、４３１を有する。
【００３１】
　取付け片３３１、４３１の間には、フィン３１１ａ、４１１ａを挟んだ状態で、縦枠ベ
ース材３３０、４３０の表面側から、フィン３１１ａ、４１１ａ及び取付け片３３１、４
３１の立設方向に沿って取付けねじ３３２、４３２がねじ込まれている。これにより、取
付け片３３１、４３１（本実施形態では取付け片３３１、４３１の屋外側の取付け片の内
面）と取付けねじ３３２、４３２との間でフィン３１１ａ、４１１ａが挟持され、縦枠ベ
ース材３３０、４３０の屋外側が既設縦枠３１０、４１０に固定される。
【００３２】
　一方、縦枠ベース材３３０、４３０の屋内側は、ブラケット３３３、４３３によって既
設縦枠３１０、４１０の内周面に固定される。
【００３３】
　縦枠止水材３４０、４４０は、例えば発泡ゴムからなり、既設縦枠３１０、４１０の内
周側と新設縦枠３２０、４２０の外周側との間における屋外側の部位に、既設縦枠３１０
、４１０及び新設縦枠３２０、４２０の長さ方向に沿って介在されている。縦枠止水材３
４０、４４０は、新設縦枠３２０、４２０の屋外側壁部３２１、４２１と、縦枠ベース材
３３０、４３０の取付け片３３１、４３１の屋外側の側面３３１ａ、４３１ａとの間に挟
持されている。これにより、屋外側から既設縦枠３１０、４１０と新設縦枠３２０、４２
０との間に雨水が浸入することを防止する。
【００３４】
　また、縦枠止水材３４０、４４０の上端部は、上枠１００の最も下に配置される上枠止
水材１４０の下側面に突き当てられている。これにより、窓枠１０は、各止水材１４０、
３４０、４４０によって止水されるため、改装サッシ１の止水性能をより向上させること
ができる。
【００３５】
　図６、図７に示すように、縦枠止水材３４０、４４０は、既設縦枠３１０、４１０の内
周側と新設縦枠３２０、４２０の外周側との間の全体に亘って介在されていない。即ち、
縦枠止水材３４０、４４０は、既設縦枠３１０、４１０の内周側と新設縦枠３２０、４２
０の外周側との間において、既設縦枠３１０、４１０側に片寄って配置され、新設縦枠３
２０、４２０とは接していない。このため、既設縦枠３１０、４１０の内周側と新設縦枠
３２０、４２０の外周側との間の屋外側の部位には、縦枠止水材３４０、４４０よりも内
周側（新設縦枠３２０、４２０側）に、縦枠止水材３４０、４４０が存在しない空間Ｓが
形成されている。
【００３６】
　以上の構成を備える窓枠１０は、上枠１００、下枠２００及び左右の縦枠３００、４０
０により矩形に枠組みされる。これにより、改装サッシ１の新設枠（新設上枠１２０、新
設下枠２２０及び新設縦枠３２０、４２０）は、各ベース材１３０、２３０、３３０、４
３０を介して、既設枠（既設上枠１１０、既設下枠２１０及び既設縦枠３１０、４１０）
の内周側を覆うように取り付けられている。
【００３７】
　本実施形態に示す窓枠１０において、新設上枠１２０、新設下枠２２０及び新設縦枠３
２０、４２０は、アルミ等の金属材からなるが、これら新設上枠１２０、新設下枠２２０
及び新設縦枠３２０、４２０の屋内側に、それぞれ樹脂アングル部材１５０、２５０、３
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５０、４５０を有する。これにより、窓枠１０は断熱性を有する。
【００３８】
　樹脂アングル部材１５０、２５０、３５０、４５０は、それぞれ額縁部材５００との間
に間隔を有して配置され、それぞれアングルカバー１５１、２５１、３５１、４５１が装
着されている。また、アングルカバー１５１、２５１、３５１、４５１と額縁部材５００
の内周面との境目は、額縁部材５００に固定されるＬ型の見切り材１５２、２５２、３５
２、４５２によって遮蔽されている。
【００３９】
　装飾材３０は、窓枠１０の屋外側、具体的には、左右の縦枠３００、４００の屋外側の
見付け面３００ａ、４００ａ（屋外側壁部３２１、４２１の屋外側の側面、図６、図７参
照）に、ブラケット３１を介して、取付けねじ３２により固定される。
【００４０】
　ここで、取付けねじ３２は、図３、図６、図７に示すように、縦枠３００、４００の屋
外側の見付け面３００ａ、４００ａに対して、縦枠止水材３４０、４４０と干渉しない位
置にねじ込まれている。即ち、取付けねじ３２は、縦枠止水材３４０、４４０の位置を避
けて、縦枠止水材３４０、４４０が存在しない空間Ｓ内にねじ込まれている。このため、
取付けねじ３２が縦枠止水材３４０、４４０と干渉することが回避され、縦枠止水材３４
０、４４０が取付けねじ３２によって破損、欠落することが防止される。また、取付けね
じ３２は、上枠止水材１４０の内周側にねじ込まれているため、上枠止水材１４０にも干
渉していない。このため、いずれの止水材１４０、３４０、４４０の止水性能も低下する
おそれはない。従って、この改装サッシ１によれば、既設枠と新設枠との間の止水性能に
影響を与えることなく、窓枠１０に装飾材３０を取り付けることが可能である。
【００４１】
　また、取付けねじ３２は、縦枠止水材３４０、４４０よりも内周側（新設縦枠３２０、
４２０側）に配置されるため、取付けねじ３２よりも外周側を縦枠止水材３４０、４４０
で止水することができる。これにより、屋外側から既設縦枠３１０、４１０と新設縦枠３
２０、４２０との間に雨水が浸入することをより確実に防止することができる。
【００４２】
　なお、図２に示すように、ブラケット３１を取り付けるための取付けねじ３２は、既設
縦枠３１０、４１０と新設縦枠３２０、４２０との間に設けられる縦枠ベース材３３０、
４３０の位置に対しても干渉していない。即ち、取付けねじ３２は、縦枠３００、４００
の高さ方向において、縦枠ベース材３３０、４３０の位置を避けた位置に配置されている
。このため、装飾材３０を窓枠１０に取り付ける際に縦枠ベース材３３０、４３０と干渉
するおそれはない。
【００４３】
　また、取付けねじ３２は、図３、図６、図７に示すように、縦枠ベース材３３０、４３
０よりも内周側（新設縦枠３２０、４２０側）に配置されている。これにより、取付けね
じ３２が縦枠ベース材３３０、４３０と干渉することを確実に防止できるため、装飾材３
０を窓枠１０に対して、より安定して固定することができる。
【００４４】
　図８、図９は、本発明に係る改装サッシの他の実施形態を示している。図２、図３と同
一符号の部位は同一構成の部位を示しているため、それらの説明については上記説明を援
用し、ここでは省略する。図８、図９は、装飾材４０がシェードである場合を例示してい
る。
【００４５】
　この装飾材４０は、ロール状に巻回されたシェードロール部４１を備え、このシェード
ロール部４１が、窓枠１０の屋外側の見付け面、具体的には、左右の縦枠３００、４００
の屋外側の見付け面３００ａ、４００ａ（屋外側壁部３２１、４２１の屋外側の表面）に
、取付け部材であるブラケット４２を介して、取付けねじ４３により固定される。
【００４６】



(8) JP 2019-152000 A 2019.9.12

10

20

30

　この取付けねじ４３も、図２、図３に示す取付けねじ３２と同様に、縦枠止水材３４０
、４４０と干渉しないように、縦枠止水材３４０、４４０の位置を避けて、縦枠止水材３
４０、４４０よりも内周側（新設縦枠３２０、４２０側）にねじ込まれる。また、取付け
ねじ４３は、取付けねじ３２と同様に、上枠止水材１４０とも干渉していない。このため
、この場合も、既設枠と新設枠との間の止水性能に影響を与えることなく、窓枠１０にシ
ェードからなる装飾材４０を取り付けることが可能である。
【００４７】
　この装飾材４０は、図９に示すように、シェードロール部４１から引き出されたシェー
ドを任意の高さに保持するための複数の保持具４４を有する。これら保持具４４も、ブラ
ケット４２と同様に、縦枠３００、４００の屋外側の見付け面３００ａ、４００ａに取付
けねじ４５によって固定されるが、この取付けねじ４５も、縦枠止水材３４０、４４０と
干渉しないように、縦枠止水材３４０、４４０の位置を避けて、縦枠止水材３４０、４４
０よりも内周側（新設縦枠３２０、４２０側）に固定されることが好ましく、更に上枠止
水材１４０とも干渉しない位置に固定されることが好ましい。
【００４８】
　更に、これら取付けねじ４３、４５は、既設縦枠３１０、４１０と新設縦枠３２０、４
２０との間に設けられる縦枠ベース材３３０、４３０と干渉しないように、縦枠３００、
４００の高さ方向において、縦枠ベース材３３０、４３０の位置を避けた位置に配置され
るが、更に、縦枠ベース材３３０、４３０よりも内周側（新設縦枠３２０、４２０側）に
配置されることが好ましい。これにより、取付けねじ４３、４５が縦枠ベース材３３０、
４３０と干渉することを確実に防止できるため、装飾材４０及び保持具４４を窓枠１０に
対して、より安定して固定することができる。
【符号の説明】
【００４９】
　１　改装サッシ
　１０　窓枠
　３０、４０　装飾材
　３２、４３、４５　取付けねじ
　１１０　既設上枠（既設枠）
　１２０　新設上枠（新設枠）
　１４０　上枠止水材
　２１０　既設下枠（既設枠）
　２２０　新設下枠（新設枠）
　３１０、４１０　既設縦枠（既設枠）
　３２０、４２０　新設縦枠（新設枠）
　３３０ａ、４００ａ　見付け面
　３３０、４３０　縦枠ベース材（ベース材）
　３４０、４４０　縦枠止水材
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